
© 2017 NTT DATA Corporation 1

運用例 ※専門組織・ユーザー部門協調モデルを記載
ⅰ) バージョンアップ対応

RPAソ
フトウェ
アベン
ダー

システム
部門

決裁者

専門
組織

ユー
ザー部

門

バージョンアップ対応

定期リリース
バージョンアップ

資材提供

ライセンス
管理台帳確認

バージョンアップ
確認依頼

バージョンアップ
処理実行

ライセンス
管理台帳更新
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更新処理など影響が大きい業務に
関しては、事前に別の端末に最新
バージョンのシナリオをインストールし、
動作検証を行う。

結果が正常
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結果に問題がある場合には、不具
合対応同様に、調査分析および
対応を行う。
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見直し・周知

変更内容によっては、ルール・環境
に影響を与える場合がありその場
合、見直しと周知が必要となる。
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運用例 ※専門組織・ユーザー部門協調モデルを記載
ⅱ) 不具合対応

不具合対応

影響範囲確認

異常処理の
原因調査

原因特定
可否

初動対応
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誤った更新などが行われている場合には結果の修正を行う。
また即時対応が必要なものは手作業で実施する。
必要に応じてシステム管理部門にも連絡を行う。
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シナリオ以外(入力ﾃﾞｰﾀの内容や格
納場所など)の修正が必要

原因除去・再実行
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運用例 ※専門組織・ユーザー部門協調モデルを記載
ⅲ) QA対応
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QA表を用いる運用を前提に記
載しているが、社内のポータルサ
イトやメーリングリストなど最適な
方法で問題ない。



© 2017 NTT DATA Corporation 4

運用例 ※専門組織・ユーザー部門協調モデルを記載
ⅳ) 証跡確認
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運用例 ※専門組織・ユーザー部門協調モデルを記載
ⅴ) シナリオ修正

シナリオ修正

組織変更

システム変更

業務変更

変更対応における
影響判定依頼

変更対応における
影響判定 修正での対応

検討
Ｎ
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各変更情報の
取りまとめ

フィードバック
利用停止へ

シナリオ
作成へ

修正判断

不具合対応
から

システムに変更を加える際には変更
内容について事前に情報共有する
ことを徹底する
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運用例 ※専門組織・ユーザー部門協調モデルを記載
ⅵ-a) シナリオ利用開始
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リリース判定
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承認可否
判定
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Ｎ
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管理台帳に記入

形式的・技術的観点か
らの確認を実施する

フィードバック

修正前シナリオ
を退避

シナリオを修正する場合
は旧バージョンのシナリオ
を別の場所に移動させる

シナリオを
フォルダに格納

修正対応

リリース準備

ログや業務資料の入出
力先のディレクトリを本番
用に変更する。

終了利用開始
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シナリオ利用開始

短時間に集中的にアクセスを行う
ものやシステム更新を行うものにつ
いては、既存システムへの影響有
無の観点からの確認を実施する
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運用例 ※専門組織・ユーザー部門協調モデルを記載
ⅵ-b) シナリオ利用停止
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